
自

（49.4％）

源

財

存

依

（50.6％）

源

財

主

平成31年度

予算成立
賛成９ 反対１・

◎大型予算と補助事業◎

村税
13億5,158万円
30.2％

繰入金
7億1,649万円
16.0％

使用料及び手数料など
1億9,597万円　4.4％

国庫支出金
6億4,758万円
14.5％

地方交付税
5億5,600万円
12.5％

村債（借入金）
5億570万円
11.3％

県支出金
2億2,496万円
5.0％

地方譲与税など
2億7,172万円　6.1％

土木費
11億1,531万円
24.9%

民生費
9億6,457万円
21.6%

総務費
5億9,618万円
13.3%

教育費
4億5,826万円
10.3%

公債費
3億5,261万円
7.9%

衛生費
3億8,872万円
8.7%

農林水産業費
1億3,004万円
2.9%

商工費
1億3,225万円　3.0%

消防費など
2億4,609万円　5.5%

議会費　8,597万円　1.9%

746,618円
（前年度 712,821円）

村民１人あたり
H31.2.28 現在 5,987人

歳 入
（ 財 源 ）

歳 出
（使いみち）

　今年度の当初予算は、昨年度と比較して３

億円増の大型予算となりました。

　土木費の増額が予算増の主な要因ですが、

土木費の中でも補助事業（国や県からの補助

を活用する事業）が前年度比で94％も増加

したことが大きく、村の持ち出し分はそれほ

ど変動していません。

に1億円に1億円遊具更新遊具更新
公園長寿命化事業公園長寿命化事業万葉クリエートパーク万葉クリエートパーク

土木費の推移

単独事業
補助事業

12億円

８億円

４億円

30年度 31年度

◆　主な実施事業　◆
大瓜南側線改良舗装事業

･･････2億4,511万円
尾西中山線改良舗装事業

･･････1億8,807万円
村営住宅長寿命化事業

･･････1億3,150万円
衡中北コミュニティ施設整備事業

･････････8,573万円
病児保育事業補助金･･･････437万円

（３） おおひら議会だより 第180号（平成31年４月25日）

更新予定のクリエートパーク遊具（全13ヶ所）

「みの虫くぐり」 「ジグザグ平均台」

「ゆらゆら丸太渡り」 「ロッククライミング」

※宅地造成事業特別会計は平成30年度をもって廃止

３月定例会

予　算　額会　計　別 前 年 度 比

特
別
会
計

 5億 690万円

 2億4,230万円

 6億1,000万円

4,130万円

5,060万円

 2億5,242万円

△580万円

△6,640万円

3,230万円

80万円

△200万円

519万円

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢 者 医 療

水道事業（収益的収入及び支出）

◎各種会計予算◎

　
平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
の

10
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
２
件
、
条
例
改

正
６
件
、
請
負
契
約
の
変
更
１
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
９

件
、
平
成
31
年
度
各
種
会
計
当
初
予
算
７
件
の
全
25
議
案
が
提

出
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
　

　
一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
13
Ｐ
か
ら
19

Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

に1億円に1億円遊具更新遊具更新
公園長寿命化事業公園長寿命化事業万葉クリエートパーク万葉クリエートパーク

一般会計予算
44億7,000万円
（前年度から３億円増）

おおひら議会だより （２）第180号（平成31年４月25日）



今年も会えて良かったね（大衡村敬老会）

昨年の県総合防災訓練　（七ヶ浜町：H30.9.1）

―

　
敬
老
会
開
催
の
方
向
性
と
、

祝
品
・
祝
金
の
今
後
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

―

　
31
年
度
の
敬
老
会
は
従
来
ど

お
り
開
催
す
る
。
祝
品
に
つ
い
て

は
内
部
で
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

　
特
別
敬
老
祝
金
は
、
あ
と
数
年

も
す
れ
ば
現
在
の
倍
の
予
算
措
置

が
必
要
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

―

　
式
典
は
、
い
つ
ど
こ
で
行
わ

れ
る
の
か
。

―

　
村
の
功
労
者
表
彰
式
に
合
わ

せ
、
11
月
３
日
に
中
学
校
講
堂
で

開
催
し
た
い
。

―

　
式
典
の
特
色
は
。

―

　「
大
衡
村
１
３
０
年
の
歩
み
」

を
作
成
し
た
い
。
ま
た
、
通
常
の

表
彰
の
ほ
か
に
、
特
別
表
彰
も
検

討
し
て
い
る
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
自
衛
隊
音
楽
隊
の
コ
ン

サ
ー
ト
等
も
考
え
て
い
る
。

―

　
９
月
１
日
に
行
わ
れ
る
県
総

合
防
災
訓
練
の
内
容
は
。

―

　
村
消
防
団
、
地
区
自
主
防
災

組
織
や
小
中
学
校
、
さ
ら
に
県
内

全
消
防
本
部
、
企
業
、
病
院
等
も

参
加
す
る
大
規
模
な
訓
練
に
な
る
。

―

　
訓
練
予
算
の
財
源
は
。

―

　
財
源
は
県
補
助
金
と
東
日
本

大
震
災
復
興
基
金
を
充
て
る
。
予

算
総
額
は
７
３
６
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

―
　
災
害
復
旧
貸
付
基
金
は
、
償

還
期
限
が
平
成
31
年
12
月
20
日
と

な
っ
て
い
る
が
、
収
納
状
況
は
。

―

　
借
入
者
67
名
の
う
ち
、
現
在

ま
で
完
納
し
て
い
る
方
は
44
名
で

あ
る
。

―

　
収
納
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
。

―

　
私
債
権
管
理
条
例
に
基
づ
く

手
続
き
を
し
、
収
納
対
策
に
努
め

て
い
く
。

を無償化学校給食費

災
害
復
旧
貸
付
基
金

問答

問答問答

答 問

答 問

答 問

答 問

宮
城
県
総
合
防
災
訓
練

予算

質疑

敬
老
会
と
敬
老
祝
金

村
政
１
３
０
周
年
式
典

（５） おおひら議会だより 第180号（平成31年４月25日）

給食おいしかった !!

文屋裕男委員長

―

　
い
ま
ま
で
の
減
免
制
度
か
ら

無
償
化
に
な
っ
た
場
合
、
給
食
に

か
か
る
経
費
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
の
か
。

―

　
給
食
費
と
し
て
保
護
者
か
ら

徴
収
し
て
い
た
約
１
７
０
０
万
円

を
無
償
化
す
る
。
総
額
で
２
４
０

０
万
円
ほ
ど
の
金
額
に
な
る
。

―

　
２
４
０
０
万
円
の
財
源
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
財
源
に
充

当
し
て
は
。

―

　
一
般
財
源
を
充
当
す
る
予
定

だ
が
、
財
源
と
し
て
寄
附
金
を
活

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

―

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
。

具
体
的
な
使
い
み
ち
や
金
額
を
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

―

　
31
年
度
は
４
事
業
に
充
当
す

る
予
定
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
寄
附

金
は
貴
重
な
財
源
で
あ
る
。
寄
附

者
に
も
効
果
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う

な
使
い
み
ち
を
考
え
て
い
き
た
い
。

予 算 審 査
特別委員会

主 　 な 　 質 　 疑

　平成31年度各種会計の予算を審査するため、予
算審査特別委員会（委員長 文屋裕男・副委員長 
早坂豊弘）が５日間にわたり開かれました。
　特別委員会では課長などに質疑を行い、慎重審
議した結果「可決すべき」と決定し、３月14日の
本会議で議長に報告しました。

を無償化学校給食費

問

答 問

答

答 問

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

充当額事　業　名№ 事業費

1

2

3

4

ハザードマップ作成事業

特定不妊治療助成事業

チャイルドシート購入事業

小学校漢字検定手数料

329万円

144万円

93万円

11万円

329万円

150万円

186万円

11万円

◎ふるさと寄附金の使いみち（H31年度）

おおひら議会だより （４）第180号（平成31年４月25日）



障がい者福祉施設「わ・は・わ大衡」

―

　
昨
年
、
優
良
村
有
地
１
ha
を

20
年
間
無
償
貸
与
し
て
発
足
し
た

障
が
い
者
福
祉
施
設
「
わ
・
は
・

わ
大
衡
」
の
村
内
利
用
者
は
、
生

活
介
護
で
２
名
、
就
労
支
援
Ｂ
型

で
は
６
名
と
非
常
に
少
な
い
。

―

　
村
内
居
住
者
の
利
用
が
少
な

い
と
の
指
摘
だ
が
、
利
用
者
個
人

と
施
設
や
作
業
内
容
と
の
相
性
等

が
あ
る
の
で
、
特
に
少
な
い
と
は

考
え
て
い
な
い
。

―

　
公
用
車
の
管
理
規
則
が
改
正

さ
れ
た
が
、
村
長
車
を
は
じ
め
、

公
用
車
の
運
行
状
況
が
チ
ェ
ッ
ク

で
き
な
く
な
っ
た
。

　
４
年
前
の
選
挙
公
約
で
掲
げ
た

「
情
報
公
開
」
の
姿
勢
に
逆
行
す

る
も
の
で
、
改
正
で
は
な
く
改
悪

で
あ
る
。

―

　
管
理
規
則
に
則
り
公
用
車
を

運
用
し
て
い
く
。

　
新
公
用
車
使
用
簿
様
式
で
は
用

務
内
容
を
は
じ
め
、
記
載
事
項
が

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

―
　
農
業
振
興
策
の
目
玉
と
し
て

リ
モ
コ
ン
式
草
刈
機
１
台
導
入
に

１
４
０
万
円
、
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ

購
入
助
成
に
20
万
円
を
計
上
し
て

い
る
が
、
農
業
振
興
に
ど
う
貢
献

す
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

―

　
草
刈
機
は
除
草
作
業
の
効
率

化
と
安
全
の
た
め
導
入
す
る
。
ア

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
は
労
働
負
担
軽
減

の
た
め
上
限
２
万
円
で
10
着
分
を

補
助
す
る
。

　
い
ず
れ
も
ス
マ
ー
ト
農
業
の
呼

び
水
と
な
れ
ば
と
考
え
た
も
の
で

あ
る
。

―

　
高
齢
者
と
中
高
生
へ
の
交
通

支
援
の
取
り
組
み
は
、
他
町
と
比

べ
大
き
く
遅
れ
て
い
る
。
公
立
高

校
に
通
学
す
る
生
徒
は
、
父
兄
の

送
迎
を
受
け
る
な
ど
、
家
庭
の
負

担
が
大
き
い
。
何
故
放
置
し
て
い

る
の
か
。

―

　
移
動
手
段
の
確
保
が
難
し
い

高
齢
者
等
に
は
、
29
年
度
か
ら
年

額
２
万
４
千
円
の
タ
ク
シ
ー
利
用

券
を
交
付
し
て
い
る
。
高
校
生
の

通
学
支
援
に
つ
い
て
は
、
黒
川
郡

３
町
村
と
富
谷
市
で
構
成
す
る
黒

川
圏
広
域
行
政
推
進
協
議
会
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。

―

　
平
成
30
年
４
月
に
村
誌
編
纂

室
を
新
設
し
、編
さ
ん
業
務
に
着
手

し
て
き
た
が
、掲
載
内
容
や
作
業
期

間
、発
刊
予
定
時
期
、編
集
体
制
が

い
ま
だ
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
一
年

間
の
作
業
成
果
が
見
え
て
こ
な
い
。

　
村
誌
編
さ
ん
の
具
体
的
な
方
針

を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

―

　
現
在
は
村
政
に
関
す
る
各
種

資
料
や
記
録
の
収
集
作
業
、
他
自

治
体
の
町
誌
な
ど
の
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

　
掲
載
内
容
や
発
刊
時
期
等
は
未

定
だ
が
、
少
な
く
と
も
村
政
１
３

０
周
年
に
合
わ
せ
て
発
刊
す
る
も

の
で
は
な
い
。

　
長
期
的
に
資
料
収
集
を
行
い
、

前
回
発
刊
の
昭
和
58
年
以
降
の
内

容
を
掲
載
す
る
村
誌
の
編
さ
ん
に

役
立
て
た
い
と
い
う
考
え
で
作
業

を
進
め
て
い
る
。

さ
ん

更に

詳しく

答答 問問

答 問答 問

答 問

総括質疑

◎村誌編さんの
方針は

石 川 　敏 委員

◎萩原村政４つの
疑問点を質す

山路　澄雄 委員

２名の委員が登壇

（７） おおひら議会だより 第180号（平成31年４月25日）

病児保育事業を開始する　おおひら万葉こども園

にぎわう牛野ダムキャンプ場

―

　
わ
な
・
狩
猟
・
銃
の
所
持
、

免
許
の
取
得
に
関
し
て
、
村
は
ど

の
よ
う
な
補
助
を
し
て
い
る
の
か
。

―

　
わ
な
免
許
、
狩
猟
一
種
免
許

の
取
得
に
つ
い
て
は
、
申
請
手
数

料
、
講
習
料
、
診
断
書
発
行
費
用

等
を
全
額
助
成
し
て
い
る
。

　
免
許
更
新
の
必
要
経
費
も
全
額

助
成
し
て
い
る
。

　
銃
の
所
持
に
つ
い
て
は
、
１
丁

分
の
所
持
許
可
の
更
新
を
全
額
助

成
し
て
い
る
。

　
助
成
事
業
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
、
有
害
鳥
獣
駆
除
実
施
隊
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

　
―

　
今
年
度
は
松
く
い
虫
対
策
の

予
算
措
置
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
。

―

　
別
件
工
事
で
駆
除
予
定
林
を

伐
採
し
た
こ
と
と
、
樹
幹
注
入
の

薬
効
期
間
が
４
年
か
ら
７
年
に
延

び
た
た
め
、
予
算
措
置
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
。

―

　
補
助
金
が
昨
年
よ
り
１
１
０

０
万
円
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
要
因
は
。

―

　
保
育
補
助
者
、
用
務
員
の
雇

用
と
病
児
保
育
事
業
が
主
な
も
の

で
あ
る
。

―

　
資
格
は
必
要
な
の
か
。

―

　
補
助
者
と
用
務
員
は
保
育
士

不
足
対
策
で
あ
り
、
資
格
は
必
要

な
い
。
病
児
保
育
に
つ
い
て
は
、

看
護
師
資
格
者
の
配
置
が
必
須
で

あ
る
。
31
年
度
は
万
葉
こ
ど
も
園

で
事
業
を
開
始
す
る
。

―

　
牛
野
ダ
ム
公
園
管
理
に
要
す

る
予
算
の
総
額
は
。

―

　
除
草
や
清
掃
委
託
等
で
約
３

５
０
万
円
か
か
っ
て
い
る
。

―

　
キ
ャ
ン
プ
場
の
来
客
増
加
に

よ
り
、
清
掃
を
請
負
う
地
元
衛
生

組
合
の
負
担
も
増
え
て
い
る
。
維

持
管
理
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き

で
は
。

―

　
地
元
衛
生
組
合
の
意
見
を
参

考
に
、
検
討
し
て
い
く
。

―

　
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
の
遊
具

等
を
１
億
円
か
け
て
修
理
す
る
現

状
を
考
え
る
と
、
公
園
維
持
に
は

利
用
者
の
料
金
負
担
が
必
要
で
は

な
い
か
。

―

　
駐
車
場
の
有
料
化
は
、
多
額

の
設
備
投
資
が
必
要
な
た
め
、
断

念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
今
後
は
維
持
管
理
費
を
抑
え
た

公
園
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。

―

　
固
定
資
産
税
が
前
年
度
比
で

１
億
１
３
０
０
万
円
減
額
と
な
る

要
因
は
。

―

　
震
災
復
興
特
区
に
よ
る
課
税

免
除
が
５
年
間
続
く
た
め
減
額
計

上
と
し
た
。

―

　
今
後
の
村
税
の
見
込
み
は
。

―

　
個
人
村
民
税
は
、近
年
の
人
口

増
に
よ
り
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
法
人
村
民
税
は
、
会
社
の
決
算

形
態
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
た
め
、

法
人
税
割
額
が
伸
び
て
い
な
い
。

予 算 審 査
特別委員会

問答

問答

問答

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

村
税
収
納
の
見
込
み

狩
猟
免
許
へ
の
補
助

児
童
保
育
費
の
増
額

松
く
い
虫
対
策

牛
野
ダ
ム
キ
ャ
ン
プ
場

公
園
遊
具
の
更
新

おおひら議会だより （６）第180号（平成31年４月25日）



―

　
児
童
保
育
費
の
運
営
委
託
料

が
１
４
５
８
万
円
の
大
幅
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

―

　
平
成
30
年
４
月
に
開
所
し
た

認
定
保
育
園
の
村
内
入
園
者
数
を

定
員
い
っ
ぱ
い
の
40
名
で
見
込
ん

で
予
算
を
編
成
し
た
。

　
実
績
と
し
て
は
今
年
２
月
時
点

で
村
内
入
園
者
は
11
名
と
大
き
く

下
回
っ
た
た
め
、
減
額
し
た
。

―

　
12
月
に
固
定
資
産
税
を
５
千

万
円
以
上
減
額
し
た
が
、
今
回
も

３
千
万
円
以
上
減
額
し
て
い
る
。

　
当
初
見
込
み
よ
り
歳
入
額
が
か

な
り
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
要
因
は
。

―

　
前
回
の
減
額
は
、
当
初
予
算

で
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
見
積

も
り
を
多
め
に
と
っ
た
こ
と
が
原

因
で
、
今
回
は
復
興
特
区
の
課
税

免
除
額
が
確
定
し
た
た
め
で
あ
る
。

―

　
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養

費
が
８
８
４
万
円
増
え
て
い
る
が
、

介
護
や
後
期
高
齢
者
の
ほ
か
に
、

一
般
の
方
で
大
き
な
手
術
等
が
多

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

―

　
１
人
で
も
大
手
術
と
な
る
と

医
療
費
も
あ
が
る
。
高
額
療
養
費

は
過
去
３
年
の
実
績
を
踏
ま
え
計

上
し
て
い
る
が
、
想
定
で
き
な
い

部
分
も
多
い
。

―

　
農
地
中
間
管
理
機
構
の
集
積

協
力
金
が
５
１
２
万
円
の
大
幅
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。

―

　
当
初
の
段
階
で
は
、
大
瓜
下

地
区
で
大
規
模
な
農
地
集
積
を
計

画
し
て
お
り
、
そ
れ
を
最
大
限
見

込
ん
だ
予
算
を
計
上
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
新
規
集
積
に
該
当
し

な
い
ケ
ー
ス
等
が
あ
り
、
実
績
で

は
21
件
７
６
２
万
円
が
対
象
と
な

る
こ
と
で
確
定
し
た
。

補正
予算

平成30年度

への を保育園への運営費を1,458万円減額
一般会計ほか７会計を補正

主

　な

　質

　疑

補正の主なもの

ききょう平保育園の園児たちききょう平保育園の園児たち

予 算 額補 正 額会 計 別

特
別
会
計

水
道

△1億6,054万円
△665万円
△318万円
△30万円
△664万円
162万円
予算の組替
356万円
△18万円

一 般 会 計 44億3,601万円
5億1,978万円
3億1,425万円
6億　　80万円
3,455万円
5,507万円
7,503万円

2億5,559万円
2億4,753万円

国民健康保険
下 水 道
介 護 保 険
合併浄化槽
後 期 高 齢
宅 地 造 成
収益的収入
収益的支出

き
き
ょ
う
平
保
育
園
の

運
営
費

村
税
の
減
額
補
正

農
地
集
積
の
実
績

国
保
の
高
額
療
養
費

◎歳入の補正 
　固定資産税 ･････････△3,200万円
　ふるさと寄附金 ････････ 743万円
　下水道使用料 ･････････1,728万円
◎歳出の補正
　国保高額療養費 ････････ 884万円

答 問

答 問

答 問

答 問

（９） おおひら議会だより 第180号（平成31年４月25日）

予 算 審 査
特別委員会

一般

会計

可決すべきと決定
賛成８ 反対１

一般会計委員会採決 

特別会計６会計も可決すべきと決定

　
障
が
い
者
施
設
が
村
内
に
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
障
害
の
あ
る
な

し
に
関
わ
ら
ず
心
強
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
施
設
な
の
で
、

反
対
討
論
に
あ
っ
た
事
柄
を
注
視

し
つ
つ
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
村
誌
編
さ
ん
の
成
果
が
見
え
な

い
と
い
う
指
摘
に
は
同
意
す
る
が
、

長
期
に
わ
た
る
計
画
だ
と
も
思
う
。

村
史
の
把
握
や
資
料
の
収
集
を
加

速
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
今
年
度
予
算
は
自
主
財
源
が
50

％
を
超
え
て
い
る
。
道
路
改
修
や

施
設
改
良
な
ど
に
、
補
助
事
業
を

上
手
く
利
用
し
て
環
境
を
改
善
す

る
予
算
な
の
で
賛
成
す
る
。

　
村
誌
編
さ
ん
事
業
に
は
、
課
長

級
の
職
員
を
あ
て
、
高
額
の
人
件

費
を
投
入
し
て
事
業
を
進
め
て
い

る
が
、
編
集
方
針
す
ら
具
体
化
し

て
い
な
い
。
新
た
な
編
集
方
針
と

編
集
体
制
を
定
め
る
ま
で
一
時
停

止
す
べ
き
で
あ
る
。
事
業
を
推
し

進
め
る
村
長
の
責
任
は
重
い
。

　
公
用
自
動
車
使
用
管
理
規
則
が

改
正
さ
れ
た
が
、
私
の
評
価
で
は

使
用
状
況
を
把
握
で
き
な
い
よ
う

に
し
た
、
情
報
公
開
に
逆
行
す
る

改
正
で
あ
る
。

　
住
民
バ
ス
の
利
便
性
に
は
明
ら

か
な
地
域
間
格
差
が
あ
る
。
高
齢

者
の
生
活
支
援
と
、
小
中
高
生
の

通
学
支
援
の
た
め
に
、
交
通
対
策

に
つ
い
て
も
う
一
度
し
っ
か
り
と

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
１
ha
の
村
有
地
を
貸
与
し
て
昨

年
開
設
さ
れ
た
障
が
い
者
福
祉
施

設
「
わ
・
は
・
わ
大
衡
」
だ
が
、

村
内
の
入
所
者
が
非
常
に
少
な
い
。

今
後
利
用
者
が
伸
び
て
い
く
こ
と

も
考
え
に
く
い
。
誘
致
を
進
め
た

村
長
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
本
予
算
に
反

対
す
る
。

佐
々
木
　春
　樹
　委
員

補
助
事
業
を
上
手
く
活
用

賛
　成

　
障
が
い
者
施
設
に
つ
い
て
は
、

反
対
討
論
で
様
々
な
課
題
が
指
摘

さ
れ
た
が
、
入
居
者
と
そ
の
家
族

に
と
っ
て
は
念
願
の
施
設
で
あ
り
、

感
謝
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

　
公
用
車
規
則
改
正
は
、
周
辺
自

治
体
の
条
文
等
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
り
、
問
題
な
い
と
判
断
す
る
。

　
本
予
算
は
、
国
・
県
等
の
動
向
、

事
業
を
十
分
考
慮
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
も
の

で
あ
る
。
本
村
の
目
指
す
「
地
域

で
支
え
あ
い
、
皆
で
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
独
自

施
策
を
盛
り
込
ん
だ
実
効
性
の
あ

る
予
算
だ
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

小
　川
　ひ
ろ
み
　委
員

独
自
性
と
実
効
性
の
あ
る
予
算

賛
　成

山
　路
　澄
　雄
　委
員

拙
速
な
事
業
推
進
に
反
対

反
　対

おおひら議会だより （８）第180号（平成31年４月25日）



―
　
過
剰
に
減
額
し
て
し
ま
っ
た

原
因
を
詳
し
く
追
究
し
、
再
発
防

止
の
た
め
の
改
善
策
を
考
え
る
べ

き
で
は
。

―

　
会
計
支
出
上
の
取
扱
い
が
複

雑
化
し
た
こ
と
と
、
最
終
確
認
が

不
十
分
だ
っ
た
こ
と
が
主
な
原
因

で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
と
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
改
善
し
た
い
。

―

　
予
算
編
成
の
繁
忙
期
に
人
事

異
動
が
あ
っ
た
こ
と
も
ミ
ス
の
要

因
で
は
な
い
か
。
異
動
時
の
連
携

や
引
継
ぎ
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

―

　
異
動
時
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

や
や
弱
か
っ
た
。

　
担
当
者
が
異
動
し
た
際
の
引
継

ぎ
に
つ
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

を
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
。

―

　
今
回
の
水
道
会
計
の
ミ
ス
を

通
し
て
、
全
庁
で
気
を
引
き
締
め

て
体
制
を
整
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

―

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
ミ
ス
が
な

い
よ
う
、
徹
底
し
て
業
務
を
進
め

て
い
き
た
い
。

主
な
質
疑

答 問答 問答 問

◎条例改正の趣旨

積算ミスで補正予算を再提案
平成30年度水道事業会計予算の補正について全 員

協議会

人権擁護委員候補者の推薦
　人権擁護委員の推薦について、議会の意見を求められ、
全会一致で適任であると答申しました。この後、村長が法
務局へ推薦し、法務大臣が候補者を委員に任命します。

任 期 （予定）：H31.7.1～H34.6.30

新たに助成対象となるもの

精神障害者保健福祉手帳１級所持者
◎施行日：平成31年10月1日

諮問
答申

心身障害者医療費の助成対象拡大

宮城県の補助金交付要綱改正に合わせ助成の
対象となる心身障害の範囲を拡大する。

　
平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
で
水
道
事
業
会
計

の
補
正
予
算
を
可
決
後
、
人
件
費
等
を
減
額
し

す
ぎ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
再
度
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
積
算
ミ
ス
の
原
因
や
改
善
策
に
つ
い
て
、
執

行
部
か
ら
報
告
を
う
け
ま
し
た
。

条例
改正

中川さき子 氏
（再任）

渡邉　礼子 氏
（新任）

誤った補正予算（議案第16号）
項　　目

① ②

1節

6節

①平成30年４月人事異動に伴う人件費の補正額⇒提案見送り
②平成30年４月及び31年１月人事異動に伴う人件費の補正額
③実際に提案された人件費の補正額（①+②）
　②のみ提案すべきところを①も加算したため、減額幅が過大になった。

給　　　料

法定福利費

△1,470

△605

△1,487

△744

◎水道事業会計の誤った積算方法

補正額 予算額会　計　別

水道（収益的支出） 208万円 2億4,961万円

◎追加提案された水道事業会計補正予算

平成31年
３月13日

①＋②＝③

△2,957

△1,349

単位：千円
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―

　
低
公
害
車
と
太
陽
光
発
電
の

補
助
の
見
込
み
は
。

―

　
万
葉
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

カ
ー
導
入
促
進
事
業
補
助
金
は
、

近
年
補
助
申
請
が
低
迷
す
る
傾
向

に
あ
り
、
今
回
も
減
額
と
な
っ
た
。

　
万
葉
サ
ン
サ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
促
進
事
業
補
助
金
は
、
と
き
わ

台
南
の
住
宅
建
設
等
に
よ
り
38
件

の
申
請
が
あ
っ
た
。

―

　
下
水
道
使
用
料
が
１
７
２
８

万
円
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
内
訳
は
。

―

　
と
き
わ
台
南
の
住
宅
建
築
が

進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
汚
水
量
増
加

に
伴
い
、
料
金
が
増
額
と
な
っ
た
。

―

　
現
在
の
受
益
戸
数
は
。

―

　
31
年
１
月
末
現
在
で
１
１
０

１
件
と
な
っ
て
い
る
。

―

　
４
つ
の
変
更
点
の
う
ち
、
増

額
の
最
大
の
要
因
は
。

―

　
掘
削
し
た
と
こ
ろ
、
地
下
に

以
前
の
道
路
整
備
時
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

お
り
、
そ
の
殻
の
処
分
に
大
き
な

費
用
が
か
か
っ
た
。

―

　
当
初
の
予
定
で
は
、
工
事
で

発
生
し
た
土
を
盛
土
に
転
用
す
る

は
ず
だ
っ
た
が
、
出
来
な
か
っ
た

の
か
。

―

　
土
質
試
験
の
結
果
、
一
部
の

土
が
盛
土
に
適
さ
な
い
こ
と
が
判

明
し
た
。
施
工
区
間
４
１
０
ｍ
の

中
で
も
土
質
の
変
化
が
あ
っ
た
箇

所
が
多
か
っ
た
。

―

　
幅
員
が
広
く
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
制
限
速
度
が
40
㎞
か
ら
50

㎞
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
地
区
住
民

か
ら
は
事
故
を
危
惧
す
る
声
も
あ

る
が
。

―

　
追
い
越
し
禁
止
区
域
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
地
元
要
望
が
あ
る

こ
と
を
、
県
公
安
委
員
会
に
伝
え

て
い
く
。

低
公
害
化
へ
の
補
助

下
水
道
使
用
料
の
増
加 住宅太陽光発電の申し込みは好調

答 問

答 問答 問

主
な
質
疑

３月定例会

主
な
質
疑

答 問答 問答 問

コンクリート処分などで617万円増額
平成30年度奥田大森線改良舗装工事

工事場所

施工延長

請負業者

請負金額

①

②

③

④

盛土のための購入土と残土処分の発生

コンクリート殻処分量の増加

歩道部の舗装面積の増加

交通誘導員の増員

◎工事の主な変更点

◎改良舗装工事の概要
大森字脇繰地内

410ｍ

株式会社松川土木

変更前：9,126万円

変更後：9,742万8,960円

616万8,960円の増額

契約
変更

奥田大森線（H31.2.8）
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一般
質問

※会議録は議会事務局・ホームページで閲覧できます。

 皆さんが選んだ議員がどのよう
な質問・発言をしているのか、村
の執行部がどのような施策を考え
ているのか、是非議場で傍聴して
みませんか。

次の定例会は

６月５日（水）
からの予定です

議会を
傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

一般質問 村政を問う

質問者一覧表

６名の議員が登壇
佐々木　金　彌
・大和駐屯地の今後と戦車道について

石　川　　　敏
・旧幼稚園舎の改修計画を問う

山　路　澄　雄
・庁内における村長と職員の喫煙の現状を問う

佐々木　春　樹
・ごみの減量化は進んでいるのか
・地区計画区域拡大の進捗状況は

小　川　ひろみ
・消防団・防災対策の現状と課題について
・役場バス停のあり方は

早　坂　豊　弘
・農家所得の向上をどう考えていくのか
・村誌編纂はどう進められるのか

さん
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議案第 2号　職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

議案第 6号　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議案第10号　平成30年度大衡村国民健康保険事業勘定特
別会計予算の補正について

議案第 8号　平成30年度奥田大森線改良舗装工事の請負
契約の変更について

議案第８号は10ページに掲載

議案第16号　平成30年度大衡村水道事業会計予算の補正
について
議案第９～16号は９～10ページに掲載

議案第23号　平成31年度大衡村水道事業会計予算を定め
ることについて
議案第17～23号は２～８ページに掲載

議案第 4号　大衡村税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

諮問第 1号　人権擁護委員候補者の推薦について 議案第12号　平成30年度大衡村介護保険事業勘定特別会
計予算の補正について

諮問第 2号　人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第1～2号は11ページに掲載

議案第 3号　大衡村特別会計条例の一部を改正する条例の
制定について

宅地造成事業特別会計を廃止するもの

議案第 5号　大衡村いじめ問題対策連絡協議会等設置条例
の一部を改正する条例の制定について

教育委員会の課名変更にあわせたもの

議案第 7号　大衡村心身障害者医療費の助成に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

議案第７号は11ページに掲載

議案第24号　平成30年度大衡村水道事業会計予算の補正
について

議案第24号は11ページに掲載

議案第 9号　平成30年度大衡村一般会計予算の補正について

議案第11号　平成30年度大衡村下水道事業特別会計予算
の補正について

議案第13号　平成30年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別
会計予算の補正について

議案第14号　平成30年度大衡村後期高齢者医療特別会計
予算の補正について

議案第15号　平成30年度大衡村宅地造成事業特別会計予
算の補正について

議案第17号　平成31年度大衡村一般会計予算を定めるこ
とについて

議案第18号　平成31年度大衡村国民健康保険事業勘定特
別会計予算を定めることについて

議案第19号　平成31年度大衡村下水道事業特別会計予算
を定めることについて

議案第20号　平成31年度大衡村介護保険事業勘定特別会
計予算を定めることについて

議案第21号　平成31年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別
会計予算を定めることについて

議案第22号　平成31年度大衡村後期高齢者医療特別会計
予算を定めることについて

平成31年３月定例会提出議案　25件平成31年３月定例会提出議案　25件
(人事2件、条例改正6件、補正9件、当初予算7件、その他1件)

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇３月定例会　採決状況表◇
細
川

　運
一

小
川
ひ
ろ
み

佐
々
木
金
彌

山
路

　澄
雄

遠
藤

　昌
一

髙
橋

　浩
之

文
屋

　裕
男

佐
々
木
春
樹

早
坂

　豊
弘

佐
藤

　
　貢

石
川

　
　敏

議　　　　案
議決結果

(賛成:反対)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

ー

ー

ー

諮問第１号～２号

議案第２号～１６号

議案第１８号～２４号

議案第１７号 一般会計当初予算

適任(10:0)

可決(10:0)

可決( 9:1)

可決(10:0)

○

○

○

○

　小川宗寿氏から議員辞職願が提出され、平成31年 2月 27日付けで議長が辞職を許可しました。

議員辞職についてのお知らせ議員辞職についてのお知らせ
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有効な活用ができるか旧大衡幼稚園

　
施
設
の
改
修
工
事
費
用
は
い

く
ら
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

　
他
の
公
共
施
設
の
改
修
工
事

費
を
参
考
に
積
算
し
、
約
３
千

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
改
修
後
の
使
用
可
能
期
間
は

何
年
か
。

　
使
用
可
能
期
間
は
、
建
築
後

の
経
過
年
数
や
施
設
構
造
の
耐

用
年
数
か
ら
み
て
、
10
年
と
想

定
し
て
い
る
。

　
施
設
の
一
部
を
く
ろ
か
わ
商

工
会
大
衡
事
務
所
や
㈱
万
葉
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
甘
酒
工

房
に
貸
し
出
し
す
る
計
画
が
あ

る
が
、
行
政
財
産
を
他
に
貸
し

出
し
す
る
の
は
、
法
令
に
照
ら

し
て
適
正
か
。

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

貸
し
出
し
は
可
能
で
あ
る
。
貸

し
出
す
場
合
は
、
そ
の
改
修
工

事
費
は
借
り
る
側
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
現
在
の
建
物
を
改
修
し
て
利

用
す
る
案
と
、
解
体
し
て
他
の

用
途
に
転
換
す
る
案
を
比
較
検

討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
建
物
を
解
体
す
る
に
は
３
〜

４
千
万
円
か
か
る
と
見
込
ま
れ

る
。

　
検
討
委
員
会
等
で
は
現
施
設

を
利
活
用
す
る
提
言
が
出
て
い

る
の
で
、
改
修
す
る
案
で
進
め

て
い
く
。

　
旧
幼
稚
園
舎
は
建
物
だ
け
で

な
く
広
い
園
庭
も
あ
る
。
主
た

る
利
用
目
的
は
何
か
、
誰
の
た

め
の
施
設
と
し
て
い
く
の
か
。

　
住
民
が
広
く
利
用
で
き
る
ふ

る
さ
と
交
流
プ
ラ
ザ
的
な
施
設

を
考
え
て
い
る
。
住
民
の
福
祉

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
大
前

提
で
あ
り
、
６
月
議
会
に
予
算

を
提
案
し
た
い
。

　
６
月
議
会
ま
で
に
改
修
計
画

案
が
ま
と
ま
る
の
か
。
後
戻
り

し
な
い
よ
う
に
、
必
要
な
時
間

を
か
け
て
活
用
案
を
ま
と
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
旧
幼
稚
園
が
閉
園
し
て
す
で

に
７
年
が
経
過
し
て
い
る
の
で
、

よ
り
良
い
活
用
案
を
提
示
し
て
、

皆
さ
ん
の
賛
意
を
得
た
い
。

一般質問 村政を問う

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 
議
　員

 

村
　長

 

議
　員

石川　　敏 議員

６月議会に改修予算を提案したい
旧大衡幼稚園をどう活用するのか

 

村
　長

 

議
　員
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16式機動戦闘車両の走行風景

　
自
衛
隊
は
今
後
、
戦
車
の
削

減
や
廃
止
、
そ
し
て
タ
イ
ヤ
走

行
型
車
両
へ
の
変
更
を
進
め
る

と
い
う
。
大
和
駐
屯
地
は
第
６

戦
車
大
隊
と
第
６
偵
察
隊
で
編

成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
変
更

に
つ
い
て
村
に
報
告
は
あ
る
の

か
。

　
村
が
要
望
活
動
を
し
た
際
、

大
和
駐
屯
地
司
令
か
ら
、
第
６

戦
車
大
隊
は
31
年
３
月
末
を
も

っ
て
多
賀
城
駐
屯
地
、
第
22
即

応
機
動
連
隊
に
所
属
す
る
機
動

戦
闘
車
両
隊
と
な
る
と
い
う
話

を
聞
い
て
い
る
。

　
演
習
場
内
が
荒
廃
し
、
土
砂

の
流
出
や
増
水
等
が
心
配
さ
れ

て
い
る
。
演
習
に
よ
る
騒
音
や

振
動
等
へ
の
対
策
と
し
て
、
防

音
工
事
や
空
調
設
備
の
更
新
、

さ
ら
に
防
音
エ
リ
ア
拡
大
の
要

望
も
必
要
で
あ
る
。

　
要
望
活
動
は
、
村
と
議
会
や

住
民
が
一
緒
に
行
動
す
る
ほ
う

が
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
、
村

で
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
も
大
和
・
色
麻
・
大
衡

の
３
町
村
で
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
機
運
が
高
ま
れ
ば
、
議
員
や

住
民
の
方
々
と
一
緒
に
東
北
防

衛
局
や
防
衛
省
に
赴
い
て
、
地

域
の
切
実
な
願
い
を
訴
え
て
い

き
た
い
。

　
配
備
車
両
は
キ
ャ
タ
ピ
ラ
式

戦
車
か
ら
タ
イ
ヤ
式
の
機
動
戦

闘
車
に
変
更
と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
戦
車
大
隊
長
が
兼

任
し
て
い
た
大
和
駐
屯
地
司
令

職
に
は
、
偵
察
隊
長
が
任
命
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。

　
対
キ
ャ
タ
ピ
ラ
舗
装
道
、
通

称
戦
車
道
は
騒
音
や
振
動
、
粉

塵
や
車
両
通
行
等
で
沿
線
住
民

に
迷
惑
を
か
け
て
き
た
と
思
う
。

タ
イ
ヤ
走
行
型
車
両
へ
の
変
更

で
、
王
城
寺
原
演
習
場
で
の
演

習
や
今
後
の
道
路
改
修
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。

　
よ
そ
の
戦
車
部
隊
が
王
城
寺

原
で
演
習
を
す
る
際
は
、
一
旦

大
和
駐
屯
地
に
輸
送
さ
れ
て
か

ら
自
走
し
て
演
習
場
に
向
か
う

た
め
、
当
分
は
戦
車
道
が
使
わ

れ
る
と
思
う
。
対
キ
ャ
タ
ピ
ラ

舗
装
が
不
要
と
な
る
時
期
を
み

て
改
修
を
要
望
し
て
い
く
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

佐々木金彌 議員

時期をみて改修を要望していく
大和駐屯地の今後と戦車道について

 

村
　長
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一般質問 村政を問う

山路　澄雄 議員

屋上喫煙所は閉鎖する
村長と職員の喫煙行動を質す

庁舎１階東喫煙所

　
健
康
増
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

今
年
の
７
月
１
日
か
ら
公
共
施

設
に
お
け
る
喫
煙
の
禁
止
が
厳

格
化
さ
れ
る
。

　
役
場
職
員
の
庁
内
に
お
け
る

喫
煙
は
、
庁
舎
東
側
１
階
の
透

明
波
ト
タ
ン
で
囲
わ
れ
た
指
定

喫
煙
所
で
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、

勤
務
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

喫
煙
、
談
笑
す
る
姿
が
見
受
け

ら
れ
る
。

　
地
方
公
務
員
法
に
は
、
職
務

に
専
念
す
る
義
務
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
実
態
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
。

　
全
職
員
87
名
の
う
ち
、
３
割

弱
の
25
名
が
喫
煙
者
で
あ
る
。

昨
年
12
月
よ
り
勤
務
時
間
内
の

喫
煙
を
慎
む
よ
う
、
総
務
課
長

名
で
張
り
紙
を
掲
示
し
て
い
る

の
で
、
勤
務
時
間
内
の
喫
煙
者

は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　
勤
務
時
間
内
に
喫
煙
す
る
た

め
勤
務
場
所
を
離
れ
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。
厳
し
く
対
応
し

規
律
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

　
庁
舎
東
側
の
屋
上
に
吸
殻
入

れ
の
空
き
缶
を
置
き
、
そ
の
場

所
を
喫
煙
所
に
指
定
し
て
い
る

が
、
一
番
多
く
使
用
し
て
い
る

の
は
村
長
で
は
な
い
か
。
屋
上

も
庁
舎
の
一
部
で
あ
る
。
早
く

閉
鎖
す
べ
き
で
あ
る
。

　
健
康
増
進
法
の
改
正
に
合
わ

せ
、
今
年
の
７
月
１
日
を
も
っ

て
閉
鎖
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
平
成
30
年
11
月
22
日
、
大
和

町
に
て
黒
川
地
方
市
町
村
議
会

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
終

了
後
に
懇
親
会
が
あ
っ
た
。

　
来
賓
で
あ
っ
た
村
長
は
、
会

場
内
が
全
面
禁
煙
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
首
長
、

議
員
の
テ
ー
ブ
ル
で
喫
煙
し
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
被
害
を
与
え

て
い
た
。

　
村
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
大
衡

の
品
位
を
お
と
し
め
る
行
為
は

厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
の
会
場
で
喫
煙
し
て
い
た

か
は
記
憶
が
定
か
で
は
な
い
が
、

迷
惑
を
か
け
た
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
深
く
お
詫
び
を
申
し

上
げ
た
い
。

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 
議
　員

 

村
　長

 

議
　員

庁舎屋上喫煙所

※

健
康
増
進
法
の
一
部
改
正

　
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す

る
た
め
、
２
０
１
９
年
７
月
１
日

か
ら
学
校
・
病
院
・
行
政
機
関
等

の
敷
地
内
は
原
則
禁
煙
と
な
る
。

　
屋
外
か
つ
分
煙
が
徹
底
さ
れ
て

い
れ
ば
、
喫
煙
所
の
設
置
は
可
能
。
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昭和58年発行の大衡村誌

　
昨
年
４
月
の
村
誌
編
纂
室
新

設
か
ら
一
年
が
経
と
う
と
し
て

い
る
。
編
さ
ん
は
ど
う
進
め
ら

れ
て
い
る
の
か
。

　
関
係
文
献
や
村
内
史
跡
を
調

査
し
、
他
市
町
の
歴
史
書
も
調

査
し
て
い
る
。

　
本
村
の
文
化
財
に
つ
い
て
も

取
り
上
げ
て
は
。

　
教
育
委
員
会
と
協
力
し
、
取

り
上
げ
て
い
き
た
い
。

　
昭
和
58
年
に
「
大
衡
村
誌
」

が
発
行
さ
れ
て
か
ら
37
年
が
経

過
し
て
い
る
。
村
誌
は
昭
和
58

年
か
ら
現
在
ま
で
を
掲
載
す
る

も
の
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
村

誌
で
取
り
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
る
事
象
は
あ
る
か
。

　
37
年
分
の
掲
載
を
考
え
て
い

る
。
企
業
誘
致
や
東
日
本
大
震

災
、
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
の
設

置
、
医
療
費
無
償
化
な
ど
は
取

り
上
げ
た
い
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
米
の
直
接

支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
、
米

農
家
の
所
得
は
減
少
し
た
。
29

年
産
ま
で
の
時
限
措
置
で
は
あ

っ
た
が
、
10
ａ
あ
た
り
７
５
０

０
円
が
個
々
の
農
家
に
、
村
全

体
で
は
４
７
０
０
〜
４
８
０
０

万
円
が
支
給
さ
れ
た
。

　
交
付
金
が
無
く
な
っ
た
い
ま

こ
そ
、
新
た
な
支
援
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
国
に
よ
る
生
産
調
整
は
な
く

な
っ
た
が
、
生
産
の
目
安
を
示

す
こ
と
で
、
米
価
の
安
定
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

く
。

　
ま
た
、
長
ね
ぎ
、
ほ
う
れ
ん

草
、
白
菜
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等

の
振
興
作
物
の
栽
培
を
進
め
、

Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
な
と
連
携
し
た
支

援
を
行
い
、
農
家
所
得
向
上
を

考
え
て
い
く
。

　
複
合
経
営
の
利
点
を
活
か
し
、

振
興
作
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る

と
あ
る
が
、
中
々
進
ま
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
農
業
専
門
の
チ
ー
ム

を
作
っ
て
所
得
向
上
の
た
め
の

支
援
策
を
考
え
て
は
。

　
高
品
質
化
の
た
め
に
は
栽
培

方
法
の
厳
格
化
や
技
術
的
支
援

が
必
要
に
な
る
。
何
が
本
当
に

必
要
な
支
援
な
の
か
を
検
討
し

て
い
く
。

　
さ
ら
に
本
村
農
業
関
係
支
援

制
度
に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
く
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 
議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

早坂　豊弘 議員

農
業
所
得
の
向
上
を
ど
う
考
え
る
か

振
興
作
物
栽
培
を
進
め
て
い
く

昭和58年以降の歴史をまとめる
村誌編さんはどう進められるのか

 

村
誌
編
纂
室
長

さ
ん

 

村
誌
編
纂
室
長

さ
ん

さ
ん
さ
ん
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軽消防車

　
役
場
前
バ
ス
停
は
囲
い
が
な

い
た
め
、
天
候
の
影
響
を
受
け

や
す
く
、
利
用
者
か
ら
大
変
と

の
声
が
あ
る
。

　
ま
た
、
役
場
に
隣
接
す
る
私

有
地
を
取
得
し
た
が
、
今
後
の

考
え
は
。

　
取
得
し
た
土
地
は
当
面
駐
車

場
と
し
て
利
用
し
て
い
く
。
隣

接
地
が
更
地
に
な
っ
た
こ
と
で
、

役
場
前
バ
ス
停
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
風
雨
の
影
響
を
受
け
る
と

思
わ
れ
る
。
利
用
者
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

一般質問 村政を問う

小川ひろみ 議員

 

議
　員

 

村
　長

役
場
前
バ
ス
停
と
周
辺
の
整
備
は

村
有
地
・
バ
ス
停
を
含
め

　
　

土
地
利
用
を
模
索
し
て
い
く

計画的に整備し災害対策を万全にする
消防団防災対策の現状と課題は

　
消
防
団
員
の
現
状
を
ど
う
把

握
し
て
い
る
の
か
。

　
入
団
の
勧
誘
方
法
は
。

　
定
員
２
０
０
名
に
対
し
、
概

ね
１
５
０
名
台
で
推
移
し
て
い

る
。
分
団
に
よ
っ
て
人
数
に
偏

り
が
あ
る
。

　
勧
誘
は
分
団
主
体
で
行
っ
て

い
る
。
村
は
広
報
紙
や
防
火
査

察
時
の
チ
ラ
シ
に
団
員
募
集
の

記
事
を
掲
載
し
た
り
、
成
人
式

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
る
。

　
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
、
各

分
団
は
若
い
消
防
団
員
の
確
保

に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
現
在

の
10
分
団
体
制
を
再
編
す
る
考

え
は
。

　
将
来
的
な
団
員
数
の
推
移
に

つ
い
て
予
測
す
る
の
は
困
難
で
、

村
消
防
団
70
年
以
上
の
伝
統
を

無
く
し
て
い
い
の
か
も
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
現
時
点
で
再
編

成
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
は
難

し
い
。

　
村
広
報
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

は
消
防
団
員
募
集
項
目
の
リ
ン

ク
が
な
か
っ
た
。
若
者
は
紙
よ

り
も
ス
マ
ホ
等
の
検
索
で
情
報

を
得
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
募

集
を
充
実
さ
せ
て
い
く
べ
き
で

は
。

　
広
報
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
つ

い
て
は
早
速
募
集
項
目
に
リ
ン

ク
さ
せ
る
。

　
全
国
的
に
消
防
団
員
は
年
々

減
少
し
て
い
る
が
、
一
方
で
女

性
消
防
団
員
は
増
加
し
て
い
る
。

村
で
は
女
性
消
防
団
員
を
認
め

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　
女
性
消
防
団
の
趣
旨
は
素
晴

ら
し
い
と
思
う
が
、
本
村
の
人

口
規
模
や
担
い
手
の
負
担
を
考

え
る
と
、
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

 

村
　長

 

村
　長

 

総
務
課
長

 

議
　員

 

議
　員

 
議
　員

 

村
　長

 

議
　員
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ごみ収集の啓発用チラシ

　
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、
出

前
講
座
等
で
周
知
を
図
る
と
し

て
い
た
が
、
指
導
実
績
と
成
果

を
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る

の
か
。

　
出
前
講
座
は
要
望
が
な
く
、

開
催
に
至
ら
な
か
っ
た
。「
家
庭

ご
み
収
集
計
画
表
」「
ご
み
分

別
と
出
し
方
」
の
チ
ラ
シ
を
毎

戸
配
布
し
周
知
啓
発
を
図
っ
た
。

　
ご
み
排
出
量
の
推
移
は
。

　
過
去
５
年
間
で
は
、
平
成

27
・
28
年
度
は
減
少
し
た
が
、

平
成
29
年
度
は
増
加
し
て
い
る
。

可
燃
ご
み
は
平
成
26
年
度
を
上

回
る
排
出
量
と
な
っ
て
い
る
。

　
集
積
所
等
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は

な
い
か
。

　
容
器
を
洗
わ
な
い
、
収
集
日

以
外
に
出
す
等
、
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
ず
集
積
所
周
辺
が
汚
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　
ご
み
が
増
え
、
ト
ラ
ブ
ル
も

発
生
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

住
民
の
出
前
講
座
要
請
を
待
つ

の
で
は
な
く
、
村
が
積
極
的
に

出
向
い
て
講
習
等
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
依
頼
を
待
つ
だ
け
で
無
く
、

出
向
い
て
い
く
こ
と
も
検
討
し

た
い
。

　
具
体
的
計
画
案
は
進
ん
で
い

る
の
か
。

　
五
反
田
・
亀
岡
地
区
計
画
区

域
内
に
あ
る
未
利
用
地
部
分
の

編
入
と
区
域
の
拡
大
を
図
る
た

め
検
討
を
進
め
、
土
地
利
用
計

画
案
の
作
成
に
着
手
し
て
い
る
。

　
五
反
田
地
区
で
は
関
係
者
の

調
査
を
開
始
し
て
い
る
が
、
現

状
は
ど
う
か
。

　
土
地
利
用
構
想
に
基
づ
く
住

宅
開
発
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
、
概
ね
の
方
か
ら

賛
成
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　
住
宅
開
発
は
、
村
が
主
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
の
が
望
ま

し
い
と
思
う
が
。

　
開
発
に
は
多
額
の
財
源
と
、

時
間
を
要
し
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
住
宅
需
要
や
事
業
手
法
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
、
意
欲
あ
る

民
間
業
者
へ
誘
導
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

佐々木春樹 議員

地
区
計
画
区
域
拡
大
の
進
捗
状
況
は

土
地
利
用
計
画
案
作
成
に
着
手

増えているのが実態
ごみの減量化は進んでいるのか 

 

村
　長

 

住
民
生
活
課
長

 

議
　員
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建築が進んでいる ときわ台南団地

◎住宅団地整備の経緯

◎事業費財源内訳

年月日

H25.12.　6

H27.　8　.20

H29.　3　.　2

H29.　6　.23

H29.　9　.25

経　　緯　　等

住宅用地の取得を議決

団地造成工事の請負契約を議決

ときわ台南字区域の変更を議決

宅地販売業務契約締結（県住宅供給公社）

宅地分譲申込み受付開始（一般個人）

年月日

H29.11.　5

H29.11.23

H29.11.30

H30.　6　.30

H30.12.　5

経　　緯　　等

団地完成記念式典

分譲申込み受付開始（ハウスメーカー）

募集106区画申込み完了

販売事務所閉鎖

土地引渡し（最終）

防 衛 交 付 金

下 水 道 補 助 金

地域開発事業債

一般会計借入金

下 水 道 事 業 債

国　庫
補助金

起　債

 3億7,169万円

1,500万円

 2億8,900万円

 2億4,306万円

4,820万円

 6億1,581万円

 1億5,569万円

 17億3,845万円

21.4%

0.9%

16.6%

14.0%

2.8%

35.4%

8.9%

100.0%

内　訳 金　額 割　合

◎宅地分譲状況（H31.1.15現在）
申込者

一　般　個　人

ハウスメーカー

計

区画数

64

44

108

完　成

50

27

77

着工中

10

5

15

未着工

4

12

16

宅 地 売 払 金

一　般　財　源

合　　計

ときわ台南全108区画分譲済み
塩浪地区住宅団地整備調査特別委員会最終報告

委員会

報　告

　定住人口増加を目指し、村が造成・分譲する一大プロジェクトである住宅団地整備事業について調査するこ
とを目的に設置した。
　平成27年９月17日の設置から平成31年３月定例会の最終報告に至るまで、委員会を13回開催、11回の現
地調査を行い、２回の中間報告を実施している。

特別委員会の活動概要特別委員会の活動概要

◎申込者の傾向
ときわ台は比較的村内からの転居者が多か

ったが、ときわ台南に関しては82％が大和町
など村外からの転入者となっている。年齢的に
は30代以下が78％を占める。
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―

　
事
業
設
計
の
段
階
で
、
外
壁

補
修
等
の
必
要
箇
所
を
把
握
し
き

れ
な
か
っ
た
の
か
。

―

　
ど
う
し
て
も
足
場
を
組
ん
で

ハ
ン
マ
ー
を
使
わ
な
い
と
詳
細
は

把
握
し
き
れ
な
か
っ
た
。以
前
実
施

し
た
３
号
棟
の
改
修
実
績
を
反
映

し
、多
め
に
見
積
も
っ
た
が
、そ
れ

を
さ
ら
に
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

―

　
９
０
０
万
円
近
い
増
額
だ
が
、

そ
の
財
源
は
。

―

　
増
額
分
は
、
県
と
の
折
衝
の

結
果
、
全
額
補
助
対
象
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
五
反
田
住
宅
１
号
棟
・
２
号
棟
改
修
工
事

壁
面
補
修
等
に
よ
り
工
事
費
８
７
０
万
円
増

第1回臨時会

　
平
成
31
年
第
１
回
臨
時
会
は
、１
月
30
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
請
負
契
約
の
変
更
１
件
が
村
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

答 問答 問 積
算
の
精
度
を
上
げ
よ

増
額
工
事
費
の
財
源
は

改修された五反田住宅

契約
変更

請負業者

請負金額

主な変更点

限度額

◎五反田住宅改修工事請負契約の変更について
丸か建設株式会社

変更前：1億3,273万2,000円

変更後：1億4,143万6,800円

①外壁のひび割れが予想より多く、改修箇所が増えた

②凍結時の耐久性を考慮し、雨どいの材質を変更した

870万4,800円の増額
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これまでの「議会報告会形式」よりも、相手方が集まる機会に合わせて議会が出向く「出前講座形
式」のほうが、多くの出席を見込めると感じた。
分館長との懇談は、議会における広聴の基本である「地域住民の声を聴く」ということのほかに「議
会議員の担い手発掘」という点でも意義があると思われた。
次期改選後も各種団体と懇談を進めていくことが望ましい。

分館長からの問題提起に議員が答える形式で、村の諸課題について意見交換を実施した。

Q：大企業進出の恩恵は、どのような形で受けられるのか。（税収・交通等）
A：税収などを数値としては示しがたい。通勤ルートの調整は企業側で検討している。

Q：村内の体育施設は冬寒く、夏暑いものしかない。
A：体育館は営利目的施設ではないので、冷暖房設置は難しい。意見を村に伝える。

Q：村で自慢できる事案・制度・施設はあるのか。
A：道路や施設整備は充実している。子育て支援は手厚いが、新たに支援を行う自治体が増加し、
　　優位性は失われつつある。

Q：イノシシ被害への対策は。実施隊への援助は十分か。
A：フェンス設置、わな等で対策している。昨年は20頭以上のイノシシを駆除した。
　　鉄砲やわなの免許取得には補助がある。実施隊の年俸向上を要望していく。

委員会 Reportレポート

分館長会と議会との懇談会
（村の課題への意見交換会）

調査年月日
平成31年１月26日

広報広聴広報広聴

◎調査を終えての所感・意見

◎懇談会の目的と内容

◎懇談会で交わされた主な意見
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８年連続で米軍実弾射撃訓練実施
王城寺原演習場対策特別委員会最終報告

委員会

報　告

調査の結果（主なもの）調査の結果（主なもの）
①王城寺原演習場の運用について
１）王城寺原演習場では、通算16回にわたり沖縄駐留米軍の実弾射撃訓練が実施されている。
　　平成24年度から平成31年度まで８年連続で実施される。
２）陸上自衛隊の訓練使用に伴う諸問題については、村として自衛隊や防衛当局に対し対策を強
く要望すべきである。

②演習場周辺障害防止対策について
１）大瓜南側線等の村道は、戦車走行による路面損傷が著しいので、障害防止工事を防衛当局に
要請していくべきである。

２）県営障害防止工事によって整備された溜池や堰堤には、大量の土砂が流入堆積し、貯水量や
操作機能に支障をきたしている。堆積土砂の撤去を強く要請すべきである。

３）県営障害防止工事には、地元関係者の要望等に沿っていないものも見受けられる。
　　村として県と地元関係者間の調整を図る必要がある。

③防衛施設周辺整備調整交付金について
　調整交付金は通常交付分に加え、米軍実弾射撃訓練に伴うSACO分が毎年追加交付されている。
交付金はときわ台南住宅団地や小中学校等に集中して充当されてきている。
　交付目的である演習場周辺地域の生活環境改善に寄与する事業には使用されていない。演習場
周辺地域の整備事業にも充当すべきである。

④次期改選後に向けての提言
　王城寺原演習場に起因する諸問題については、演習場が存在する限り継続して発生する課題で
ある。次期改選後も特別委員会を設置して対応することを提言する。

米軍実弾射撃訓練見学会（H31.２.12)

おおひら議会だより （22）第180号（平成31年４月25日）



　平成31年９月１日に開催予定だった第66回村民体育大会は、同日に「宮城県9.1総合防災訓練」の開催
が決定したため、今回は休止となった。

　１工区は歩車道境界ブロックの施工延長、２工区は道路照明灯１基追加により、それぞれ請け負い金
額の増額と完了期日の延長がなされた。近年の請負工事の設計は、尾西中山線の改良舗装工事に限らず
中途での事業変更が多くなっている。事業設計の段階で十二分な精査を行うべきである。

今回村民体育大会を休止することについては、関係諸団体にも協議のうえで決定したものだが、１
年の休止期間の間に、今後の村民体育大会についても、関係諸団体と協議を重ねておくべきと考える。
教育委員会は、教育学習課が一つの課で全体を所管する体制を改め、学校教育課と社会教育課の２
課に再編する。給食費の完全無償化や、いじめ・不登校問題、少子高齢化時代に即した社会教育など、
山積する課題・問題に対応できる組織となってほしい。

農家数
458戸

転作等面積
488ha

達成率
109.40%

基本面積
1,086ha

生産目安面積
640ha

転作率
41.05%

補 助 金

施工延長

幅　　員

請負金額

工　　期

防災・安全交付金

車道７m、歩道2.5m 

H30.8.13～H31.3.25

１工区

２工区

１工区

２工区

300ｍ

269ｍ

4,428万円

4,098万6千円

R

◎調査を終えての所感・意見

委員会産業教育産業教育
調査年月日:平成31年２月８日

尾西中山線改良舗装工事
（尾西中山線第1・2工区現地調査）

第66回村民体育大会の休止
◎県総合防災訓練開催に伴う村民体育大会の休止

◎生産の目安実施状況（13行政区の合計数値）

◎工事の概要

平成30年産米行政区毎生産実績

委員が下見する舗装工事現場

約42haの超過達成
だった。転作作物
は大豆が最も多か
った。
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　大森中学校線、大森線、大瓜線、大森楳田線、衡上松原線の５路線では、乗降者が全くいない停留
所が複数存在する。利用率向上のためには、毎年の見直しが必要だと思われる。

　ときわ台地区の最寄停留所は「小学校前停留所」で不便であるとの声を受け、31年度から「ときわ
台停留所」が新設される。
　近隣自治体との公共交通の連携に向けて、黒川郡３町村と富谷市で構成する黒川圏広域行政推進協
議会が設置され、検討を進めている。

平成30年12月から宮城県、黒川消防、村で協議
を重ねている。平成31年7月に村消防団や婦人防
火クラブ、その他関係団体も含めた全体会議を行
い、詳細な訓練内容を決定する。

万葉バスの運行については、便数にほとんど増減が無いにもかかわらず、乗車人員が前年比で800人
減少している。乗客がまったくいない「空気バス」が深刻になっている。
広域連携に向けた取り組みがはじまったが、バスターミナル機能を有する大和町や、通学支援や高
齢者福祉バスに力を注ぐ大郷町に比べ、村の住民バス対策は遅れていると言わざるを得ない。行政の責
任は大きい。

205日
1,435便

10,351人
50.5人

195,200円

204日
1,428便

11,014人
54.0人

233,900円

運 行 日 数
運 行 便 数
乗 車 人 数
１日平均人数
乗 車 料 金

平成31年度区　分 平成30年度

５
路
線
合
計

平成３１年９月１日（日）  
小学校、仙台北部中核工業団地等  
宮城県、大衡村  

736万円
県 補 助 金：200万円
震災復興基金：536万円

訓練日時
訓練場所
主　　催

財　　源

総務民生
調査年月日:平成31年２月13日

住民バスの運行のあり方
（平成30年度万葉バス利用状況）

宮城県9.1総合防災訓練

Reportレポート 総務民生

◎万葉バス５路線の停留所ごとの乗降実態

◎万葉バス利用状況一覧

◎万葉バス運行に関する地域の要望と村の取り組み

◎防災訓練のスケジュール◎総合防災訓練の概要

◎調査を終えての所感・意見

委員会

※30・31年度とも1月31日現在の統計
万葉バス大瓜線
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